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【巻頭言】                 憧れの大人のたしなみ 
K 村 A 子 

 
ここ数年、山でトレランの人に会う事が多くなってきました。最近では北アルプスでも軽装で飄々と走
り過ぎていく人に出会います。 
こちとら、万が一に備えて 10 キロ以上の荷物を背負い、分厚く重い靴を履き、一歩一歩じわじわと
歩を進めていっているのに、軽々と駆け抜けていく後ろ姿は、まるで別世界。 
別世界と眺めていましたが、昨年より始めてみましたトレラン。キョリも短く、登りも下りも苦手でトレラ
ンの体をなしていないのですが、自称「攻めの歩き」で駆けずり回っています。 
練習場所は林道と山道の間の様な穏やかな登山道で、親子連れや、歴 50 年くらいのご夫婦が
山をのんびり楽しんでいる姿を⾒かけます。 
「日常を離れ、季節を感じながら自然の中に身を置くのが山の醍醐味。時間を気にしながら、あくせ
く歩くのは無粋。山に競技性を求めるなんて・・眉間に皺。」そんな⾒⽅もあるでしょう。でも、同じコ
ースを何度も走ってみると、より起伏や路⾯の状態が身体に入ってきます。頭の中の地図上で自分
の現在位置がどんどん動いていく。山という大きな身体の血管の中を流れていく様な･･･登山とは、
また少し違った感覚を得ます。 
今は、そんな山で苦しんでいます。最大心拍 185。 
 
3 月にびわ湖マラソンがありました。当会からも 5 名のランナーが出走しました。42 キロは米プラから
彦根駅くらいまでのキョリでしょうか。辛さ加減で言うと「“己との闘い”とか簡単に言うな。」と言いたく
なるくらいの辛さです。42 キロの孤独な一人旅。 
練習もせず毎年ワースト記録更新中です。こちらも、苦しみ 9 割・楽しさ 1 割といったところです。最
大心拍 179。 
 
昨年の夏山山⾏は、船窪小屋から野⼝五郎小屋までの 11 時間。 
夜⾏バスから奥穂山荘の 8 時間。・・・あの其阿弥さんも無⼝になった、しんどかった夏の思い出。 
 
マラソンにトレランに山登りに・・・。 
大した努⼒もせず、年齢にも抗えず、自分の駄目さ加減を確認するばかりです。 
厳しい山⾏の前は「台風来ないかな・・・」って思ったり、大会のスタート前は「なんでこんな所にいるの
かな・・・」って思ったり、とても趣味とは思えない激鬱っぷりを発揮しています。 
さらりと、涼しい顔して楽しむ大人のたしなみに憧れますが、まだもうちょっとがんばろうかなと思ったり。
雪稜会の皆さんの様に、挑戦を楽しみに変えいけたらなと思っています。 

 

 



- 2 - 
 

＜目 次＞ 

 

【巻頭言】････････････････････････････････････････････････････････ 1 

【目 次】････････････････････････････････････････････････････････ 2 

 

【例会山行案内】 

・石榑峠～竜ヶ岳～セキオノコバ（鈴鹿県境尾根縦走）（5 月 12 日）･･･ 3 

  ・鞍掛峠～三国岳～ダイラの頭（5 月 28 日）････････････････････････  4  

・クリーンハイク（6 月 2 日） ････････････････････････････････････ 5 

  ・他会清掃登山紹介（6 月 2 日以外） ･････････････････････････････ 6 

・琵琶湖疎水巡り（6 月 16 日）････････････････････････････････････ 7 

 

【例会山行報告】 

・綿向山・竜王山周回縦走   ･･･････････････････････････････････ 8 

・中山・大峰山               ･････････････････････････････････ 9・10           

・コグルミ谷～藤原岳     ･･･････････････････････････････ 11・12                    

 

【県連】 

・講演会報告                 ････････････････････････････････････ 13 

  ・初級コンパニオンレスキュー ･････････････････････････････････14・15 

 

【第 2 回運営委員会】（4 月 2 日） ･････････････････････････････････16・17 

 

【第 2 回リーダー部会議事録】（4 月 16 日） ･･･････････････････････････18・19・20                            

 

【5 月予定表】 ･･････････････････････････････････････････････……････   21  

 

＝ 表紙の写真 ＝  

藤原岳山頂  

 

 撮影：H 島 S 

 
 
 
 



- 3 - 
 

〈例会山行案内〉 
 

鈴鹿県境尾根縦走 

⽯榑峠〜⻯ヶ岳〜セキオノコバ 

 

実施日 5 月 12 日 （ 日）  
集合 堅田 駅 6 時 30 分  
 
⽯ 榑 峠 か ら の 急 坂 を 登 れ ば 笹 の 緑 が 広 が る ⻯ ヶ 岳 山 頂 部 に 出 ま す 。 こ の 時 期 に 花 が
咲くシロヤ シオは白い 羊と呼ばれ 、白い羊の 群れのなか 、一本道を 往けば静ヶ 岳と の
分岐である セオキノコ バです。  
 
コース 堅 田駅集 合 6:30＝⽯榑 峠 9:00〜 かさね 岩 9:55〜⻯ヶ 岳 10:43〜 セオキノコ
バ 12:14〜 静 ケ 岳 12:36(昼 食 )13:06〜 セ オ キ ノ コ バ 13:23〜 ⻯ ヶ 岳 14:29〜 ⽯ 榑 峠
16:15（解 散）  
 
  コース タイム倍率 ×1.1 のペ ースで計画 しています 。 
   タイ ム 7:15 昼 食時間 30 分  
   距 離 7.9 ㎞  累積上 り 869ｍ下 り 869ｍ  
 
難易度  体力★★★ ☆☆   技術★★★ ☆☆  
 
 装備：弁 当・飲み物 ・雨具・行 動食・非常 食・手袋・ 地図・ヘッ ドライト  
   その 他日帰り登 山装備  
   
申込先 H 島  hirahiei@gmail.com 
  
締切日 5 月 6 日 （月 ） 
中止：前 日 9 時 の予 報で降雨・ 強風の場合 は中止にし ます。この 場合 12:00 までに  

連絡します 。 
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〈例会山行案内〉 

鈴鹿県境尾根縦走 

鞍掛峠〜三国岳〜ダイラの頭 

 

実施日 5 月 28 日 （ 火）  
集合 堅田 駅 6 時 30 分  
 
鞍掛地蔵に 安全祈願し て砂礫の急 斜面を登り 三国岳最高 点を目指し ます。養老 山 地・
御嶽山・恵那山が眺望 できます。さらに、最 高点から下 っていくと 目の前に三 国 岳 、
そ し て そ の 奥 に は 伊 吹 山 の 雄 姿 が ‼ 、 人 の 少 な い 山 域 で 静 か な 山 行 を 楽 し み ま し ょ
う。鞍掛峠 から三国岳 ・ダイラの 頭まで県境 尾根を縦走 します。  
 
コース 堅 田駅集合 6:30＝鞍掛ト ンネル⻄登 山⼝ P9:00〜鞍掛峠 9:39〜三国 岳 10:47
〜ダイラノ 頭 11:34(昼 食)12:04〜 三国岳 12:51〜鞍掛ト ンネル⻄登 山⼝ 14:37（解散） 
 
  コース タイム倍率 ×1.1 のペ ースで計画 しています 。 
   タイ ム 5:37 昼 食時間 30 分  
   距 離 7.0 ㎞  累積上 り 965ｍ下 り 965ｍ  
 
難易度  体力★★★ ☆☆   技術★★★ ☆☆  
 
 装備：弁 当・飲み物 ・雨具・行 動食・非常 食・手袋・ 地図・ヘッ ドライト  
   その 他日帰り登 山装備  
   
申込先 H 島  hirahiei@gmail.com 
  
締切日 5 月 22 日 （ 水）  
 
中止：前 日 9 時 の予 報で降雨・ 強風の場合 は中止にし ます。この 場合 12:00 までに
連絡します 。 
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 湖国の豊かな自然を次の世代に！あなたにもできる自然保護！ 

２０２４年 第 52 回 

ク リ ― ン ハ イ ク (清掃登山) 

６月２日(日)                  少雨決行 

 

当会の担当コースは、以下南比良２コースです。 

①  コース 権現山・小女郎ヶ池 (定員 20 名) JR 堅田駅８：３０集合   

堅田駅 8:50 発＝(バス)＝平－権現山－小女郎ヶ池－打見山＝(ロープウェイ) 

＝山麓駅 

②コース 荒川峠・打見山 JR 志賀駅８：１０集合 

志賀駅−荒川峠−烏⾕⼭−打⾒⼭＝(ロープウェイ)＝⼭麓駅 
＜持ち物＞ レジ袋、ゴミ拾い用トング、水、昼食、雨具、その他日帰り装備 

＜参加費＞ 保険代 300 円(会員は無料) 

堅田から平のバス(20 名分)は、江若交通さんが半額、滋賀県連が半額、 

下山のロープウェイは、びわ湖バレイさんのご協力により、無料です。 

＜申込み＞ ①コース N 村(T) kazuyo-buna@r.river.sannet.ne.jp 
②コース H 野 yx_4444@yahoo.co.jp 

＜締め切り＞ ５月２６日(日)  (但し①コースは定員になり次第締切

り) 

☆会の重要行事の一つです。皆さん都合付けて参加しましょう！ 

やむを得ず参加できない方は、カンパをお願いします。 

☆友人、知人をお誘い下さい。清掃登山チラシは、事務所にありますのでご活用下さ

い。  

☆会員は、全員役割分担がありますので、早めに集合しご協力をお願いします。 
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　実施日 　会　場 目的地 集合場所・時間 コース 申込先・担当会 参加費

5／25
（土）

鈴鹿 高室山
多賀町役場

8:00

多賀町役場→佐目自然公園→十二相神社
→Ｐ415→Ｐ543→高室山→南後谷

→佐目自然公園→多賀町役場

滋賀県連
 shigarosan@gmail.com

300円

北比良 ノタノホリ
イン谷口

9:30

　イン谷口→堂満東稜道→ノタノホリ→
堂満東稜道→イン谷口

ちごゆり山歩会（濱本）
090-3929-3869

tanmore@maia.eonet.ne.jp

300円

鈴鹿 雨乞岳
土山支所

8:00
武平峠→沢谷峠→雨乞岳→武平峠

滋賀山友会
070-9002-3325

shigasanyu@gmail.com

300円

6／1
（土）

信楽 飯道山
ＪＲ貴生川駅

9:15

JR貴生川駅→飯道寺→岩壺不動
→杖の権現茶屋→飯道山

　　→飯道神社→JR貴生川駅

綾野山歩会（森口）
0748-62-0226 (FAＸ可）

300円

■持ち物　　　弁当、水筒、雨具、地図、着替え、帽子、防寒着、ゴミ袋、保険証

■服　装　　　登山に適した服装

■雨天の場合、安全のためコースを変更することがあり ます。

■コースなどのお問い合わせは、申込先（担当会）にお願いします。〆切は実施日の一週間前とします。

■コースにより参加費(保険代)を徴収します。集合場所までの交通費は自己負担となります。

■事故に対する注意　主催者は応急処置をいたしますが、その後の責任は負いかねます。怪我の防止に留意し　

　各自の責任に おいて行動してください。体調がすぐれない場合は参加を控えてください。

■各自で、必要に応じてマスク着用してください。

実施コース及び担当会

5/26
（日）

＜6/2以外の他会清掃登山の紹介＞　興味がある方は、是非参加ください。



- 7 - 
 

《例会案内》 

 

琵琶湖疏水めぐり 

（第一疎水） 

 

びわ湖取水口から安祥寺船溜まり、第二・第三トンネルと進み、日の岡を経由して蹴上公園

に向かいます。南禅寺水路閣から疎水記念館を見学し、鴨東運河の六勝寺のこみちを散策

しながら鴨川運河接続点まで歩きます。明治の元勲の揮毫によるトンネル出入り口の扁額も

見られます。ほとんど街中歩きです。 

 

日時  ２０２4 年 6 月 16 日（日） 

集合  京阪電車石山坂本線三井寺駅 ９時   

行程  三井寺駅～第一疎水取水口（新三保ケ崎橋）～北国橋～大津閘門～第一トンネル

東口～長等神社～小関越え～第一竪坑～第一トンネル西口～安祥寺船溜まり～第

二トンネル（洞門）～第三トンネル東口洞門～日の岡～車石～第一・第二疎水合流

点（蹴上）～田辺朔朗立像（昼食）～南禅寺水路閣～琵琶湖疏水記念館（見学）～

六勝寺のこみち～夷川船溜まり（北垣国道像）～夷川発電所～鴨川運河接続点～

鴨川運河～三条京阪（１５時頃） 

距離 15ｋｍ  時間 6 時間（含休憩） 

レベル ★☆☆☆☆   技術 ★☆☆☆☆ 

装備  昼食・飲料水・雨具・行動食・地図・磁石・ヘッドランプ・その他日帰り装備 

      

担当・申込  I 井 パソコンメ－ル titoi@zeus.eonet.ne.jp 

                 携帯電話  090-9253-5532 

締切日  6 月 10 日（月） 

 

中止する場合は、前日 15 日の１2 時までにメールにて連絡します。 
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≪例会報告≫ 

綿向山(1110ｍ)・竜王山(825m)周回縦走  

日時：2024.03.27（水） 

参加者：K 藤（CL）、F 川（記録） 計 2 名 

行程：集合 7:00 和邇公園駐車場＝９：00 綿向山第１駐車場～9：20 綿向山登山口～ 

10：30 五合目～11:20 綿向山山頂 12:10～12:18 尾根分岐～12:50P９６２～ 

13:40P９１３～14:04 鉄塔～14:20 竜王山 14:40～15:10 竜王山登山口～ 

15:38 駐車場＝18:00 和邇公園 

前日から降り続いた雨は止まず小雨の中、和邇公園駐車場に集合し、すぐ出発。定刻

に綿向山 P に到着したが、平日にもかかわらずほぼ満杯、やっと空いているところを見つ

け駐車。雨は止んだが、雪は全くない。林道を 20 分ほど行くと登山口に至る。急斜面の

山道をつづら折りに 10 回ほど登ると５合目に出た。このあたりから上から水がぽたぽたと落

ちてきたと思ったら風に揺られて樹氷が落ちてきたのだった。前日まで降った雨が樹氷と

なり、日光に当たり落ちてきたようだ。七合目まで来ると、地面が白くなるほど落ちてきたが、

まだまだ樹氷は着いており、真っ青な空にくっきり、それはきれいで、遠見では桜が満開の

ように見え、素晴らしい景色である、そんな景色を愛でながら頂上へ、ゆっくり歩いたにもか

かわらず、小 一 時 間 早 く着 いた。昼 食 はケルンで風 を避 け、日

に当たりながらゆっくりと頂く。帰りは尾根道分岐までは素晴らし

い景 観を満 喫、雨 で空 気が澄 み真 白 な御 嶽 山もくっきり。その

後急坂を 100ｍあまり下ったが、落ちてきた樹氷が解け、ぬかる

みで結 構 厳 しい。途 中 でアイゼンを装 着 し下 った。竜 王 山 まで

はピークが３つほどあり、2 時間程かかった。このあたりはシャクナ

ゲとアセビが群生しており、花期はきれいだろうと思われたが、シ

ャクナゲの花芽はほとんどない。竜王山から 50ｍほど下ると千畳

平という広い斜面に出た、野点に良いなと話し合う。その辺から

は一方が植林とブナ林の間をひたすら下り、竜王山登山口に出た。 

(リーダーより)4 月より 3 年間入山禁止とのとこ

で、5 月の予定を早くした。気持ちいい尾根歩

きなのに参加者が少なかったのは、残念だった。 

 

 

 

 

 



- 9 - 
 

＜例会山行 報告＞  

            中山・大峰山 

 
【日時】2024 年 4 月 7 日（日）  
【天候】 晴れ  
【参加者】 CL I 井・SL N 尾・SL K 藤 ・A 本 ・N 村（H）・H 浦・ H 池・ H 島  

O 村（C）・S 水・ T 中（K）記 録 以上 11 名  
【行程】 阪急電⾞宝 塚線中山観 ⾳駅〜中山 寺〜夫婦岩 〜中山寺奥 之院〜中山（478

ｍ）〜  
     ⼤峰山登山 ⼝〜⼤峰山 （552ｍ） 福知山線廃 線跡〜JR 武田尾駅  

当日 3 日前 までは雨曇 り予報でし たが、良い 方向に変わ り桜日和、 気温も 20℃
越えで初夏 の陽気でし た。  

   9:00→阪急中山 観⾳駅から 高架下を通 ると、すぐ に中山寺山 門に着く。聖 徳 太
子創建によ ると伝えら れ国最初の 観⾳霊場 、「安産のお 寺」でも有 名。沢
山の方々が 参拝されて いる。桜満 開で⻘い五 重塔が映え る。（ゆ っ くり⾃
由拝観）  

   9:25→山 中 寺境 内を 抜 け⽯ 段の 多 い参 道を 進 む。 ミツ バ ツツ ジが 綺 麗に 咲 き 、
参拝者・登 山者で混み 合う。  

  10:00→夫婦岩。 見晴らし良 くベンチも あり。  
  10:35→奥 之院 。 厄神様 を お 祀りし た立 派な お堂 。 中山 寺か ら 十八丁 目で 分岐多

い。伊丹労 山の⼤勢の 方が清掃活 動され感謝 です。  
  11:25→中山寺か ら約 400ｍ 登り中山山 頂に着く 。標識見当た らず、2・3 週間前

まではケル ン場所にあ ったと聞く 。伊丹 労山 のグループ・トレ ラン ⼤会の
方々も多く 賑わってい る。展望も 良くゆっく り昼食休憩 。 

  12:00→山 頂出 発 。山頂 中 央 の松の 上部 に小 さい 標 識が ある と 教えて もら う。ゴ
ルフ場・ダ ムを横切り 、中山 を一 旦降りる 。途中 2 カ所 やせ尾根・倒木も
あり。  

  12:35→⼤峰登山 ⼝、舗装道 路に出る。  
  12:40→道 路を 渡 り、す ぐ 前 にある 岩を 登っ た後 、 本日 一番 の 急登。 気温 高く身

体に応える 。（私 だけ …笑…）  
  14:00→登山⼝か ら約 300ｍ 登り⼤峰山 山頂。中山 より登山者 は少ない。  
  15:15→山頂から 約 450ｍ下 り里山公園 桜の園。途 中林間広場 で休んだ後 、東屋  

を通りヤマ ザクラの⼤ 木の間を整 備された「 さくらの道 」をジグザ グ降る。お 花
見の人が増 える。  
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  15:20→福 知山 線 廃線跡 。 ポ ツポツ と雨 が降 るも 、 すぐ に止 む 。ヘッ ドラ ンプを
用意し、武 庫川沿い の 2 つ のト ンネルを通 る。  

  15:45→ホ ーム の 北半分 は 赤 い橋の 上、 南半 分は ト ンネ ルの 武 田尾駅 に着 く。解
散。  

一⼝感想  
桜やみつば ツツジが見 頃で綺麗で した。  
中 山 寺 の 五 重 の 塔 は ⻘ 龍 と 書 い て あ る と お り 見 事 な ⻘ で 、 こ ん な 綺 麗 な 塔 は 初 め て
見ました。  
た だ 急 に 暑 く な っ た せ い で 身 体 は バ テ バ テ で 今 か ら こ ん な に ⼤ 汗 か い て こ れ か ら ど
うなんの?と、めっち ゃ不安！  
リーダーが スタスタ歩 く後を必死 に追いかけ る 1 日 でし た。  
そしてしば らくは筋肉 痛に耐える 日々が続き ます。            H 浦  
 
12km の行 程でしたが 地図を見る とアップダ ウンがかな りあるなぁ と心配して おり  
ました。不 安的中、何 度ももうダ メだ休みた いとボヤく たびに前を 歩いておら れた 清
水さんが「 前方が明る くなってき ている、も う少しで登 り切るよ」と声がけし て く だ
さって、そ れを力に受 けてどうに か休まず登 りきれまし た。  
飄 々 と 歩 き な が ら 皆 の 様 子 を み る た め 振 り 返 る リ ー ダ − の 姿 が 山 の 緑 に 映 え て ま る
で”仙人”の ように見え たのは私だ けでしょう か   
皆さんのお かげで完歩 出来ました 。 
美しい景色 も楽しめて とても満喫 出来ました                N 村 
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〈例会山行 報告〉  

鈴鹿県境尾根縦走・藤原岳〜コグルミ⾕  

【日 時】  ２０２４ 年４月１４ 日(日 ) 
【参加者】  CL H 島 、SL H 部 (記録)、SL K 藤、N 村 Y、 H 浦 、S 水、S 田、T 中

T、F 川、 H 部 M、 O 村 C 
【行 程】  堅田駅集 合 6:30＝ コ グルミ⾕出 合 9:00〜 天 ヶ原 10:15〜白瀬峠 11：15

〜頭陀ヶ原 (昼休憩 )11：40〜12：15〜天狗 岩 12:40〜 藤原山荘 13:20〜  
藤 原 岳 13:35〜 藤 原 山 荘 14:10〜 聖 宝 寺 道 分 岐 15:10〜 藤 原 岳 登 山 ⼝
16:20=コ グ ルミ⾕出 合 17:00 解 散 

 
堅 田 駅 に 集 合 し て ⾞ ４ 台 で 鈴 鹿 コ グ ル ミ ⾕ 出 合 駐 ⾞ 場 に 向 か う 。 人 気 の 山 で 駐 ⾞

場 が 満 ⾞ 状 況 の 中 で や っ と １ 台 分 の ス ペ ー ス を 確 保 し た あ と 、 藤 原 岳 登 山 ⼝ 駐 ⾞ 場
に ３ 台 を 回 送 し １ 時 間 後 に コ グ ル ミ ⾕ か ら 登 山 開 始 。 途 中 ２ 回 の 休 憩 を 挟 み 気 持 ち
の好 い汗 を かき なが ら 10:15 白瀬 峠の 尾 根に 出る 。 その 後は カ タク リの 花 を横 目に
見 晴 ら し の い い 、 気 持 ち の 好 い 尾 根 歩 き を 楽 し み な が ら コ ー ス タ イ ム の 予 定 通 り に
頭陀ヶ原で の昼休憩。  
 後 半 も と げ と げ の 天 狗 岩 ピ ー ク 、 藤 原 岳 か ら の 展 望 を 楽 し み ⻄ 藤 原 駅 の あ る 登 山
⼝に下山。下山後も早 くも咲き出 したヤマブ キや一輪草 、良く手入 れされた庭 先の 花
を楽しみな がら登山⼝ 駐⾞場へ。  
朝 と は 一 変 し て ぽ つ ん と 一 台 き り 田 中 ⾞ が 残 っ た コ グ ル ミ ⾕ 駐 ⾞ 場 で 予 定 時 間 に 解
散する。  

花の藤原岳 だけに、今 日はカタク リ、ヒロハ ノアマナ、アズマイチ ゲ、美濃小 ⾙⺟ 、
ヤマネコノ メソウ、ミ ヤマカタバ ミ、キクザ キイチリン ソウ、福寿 草といろい ろ 見 ら
れた手応え もある充実 の一日でし た。  

 
（一⼝感想 ） 
予 報 で は 暑 く な る と 言 わ れ て い ま し た が 、 湿 度 が 低 か っ た せ い か バ テ ず に 歩 け ま

した。  
藤原岳は 、登っている と思ってい ましたが 、なんと初め てでした 。すごく得し た気分 。 
藤原岳山頂 から見た山 荘迄の景色 は岩が林立 して特別感 がありまし た。  
カタクリの 花は４輪だ け、でも福 寿草はしっ かり見れま した。         H 浦 

 
 

桜 は 散 り 始 め て い ま し た が 、 桜 以 外 に も い ろ い ろ な 種 類 の 花 が た く さ ん 咲 い て い
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て良かった です。しか しながら 、「この花の 名前は確か 図鑑に載っ ていた何と かい う
花やったと 思うけど肝 心の名前が 出てこん」 とか、「 こ の花は以前 にどこかで 見た こ
とがあるよ うな無いよ うな、あ あ 、思い出 せ へん」と か 、結構ス ト レスの多い 山行に
なりました 。                         T 中 T 彦  

 
良 い 天 候 に 恵 ま れ  爽 や か な 風 に 吹 か れ て と て も 良 い 山 行 で し た  ⻑ い 距 離 を 歩

く こ と に な り ま し た が  時 折 出 合 う 小 さ な 可 愛 ら し い 花 花 に 癒 さ れ て  楽 し み ま し
た 

ありがとう ございまし た。  
S 田 H 枝  

 
 
 
 
 

 
 

天狗岩にて  
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＜報告＞  
やまとけいこさん講演会の報告 

日  時 ： 2024 年 4 月 13 日 （ 土 曜 日 ）  14:00〜 16:00 
場  所 ： 明 日 都 浜 ⼤ 津  ふ れ あ い プ ラ ザ ４ F ホ ー ル  
講 演 者 ： や ま と け い こ さ ん  
主  催 ： 滋 賀 県 勤 労 者 山 岳 連 盟  
 

い よ い よ 今 日 は 薬 師 沢 小 屋 従 業 員 で イ ラ ス ト レ ー タ ー で も あ る や ま と け い こ さ ん の 講
演 会 の 日 に な っ た 。  

参 加 者 は 会 員 65 名 、一 般 44 名、 手 話 通 訳 者 ２ 名 合 わ せ て 111 名、 準 備 さ れ た 椅 子 も
ほ ぼ 満 席 。 理 事 共 々 盛 況 で 安 堵 し た 。  

定 刻 通 り 14 時 に 開 始 さ れ 、 先 ず 友 永 会 ⻑ の 挨 拶 が あ っ た  
い よ い よ 講 演 開 始 。 エ プ ロ ン に バ ン ダ ナ 姿 で お 出 ま し 、  
⾃ 己 紹 介 と 山 小 屋 の 従 業 員 に な っ た い き さ つ を 話 さ れ た 。  
本 人 は 趣 味 と 仕 事 を 明 確 に 分 け ら れ な い 性 格 と 言 っ て い る が  

⾃ 由 奔 放 で か な り オ ウ ト ド ア 派 と お 見 受 け し た 。  
薬 師 沢 小 屋 の 小 屋 開 け か ら 話 が 始 ま っ た 。  

小 屋 開 き 数 日 前 に 小 屋 に 入 り 受 け 入 れ 態 勢 を 整 え て い く 。  
お 布 団 を 干 そ う と し て 取 り 出 し た と こ ろ ヤ マ ネ が コ ロ ン と  
落 ち て く る こ と や 熊 に 冷 凍 庫 を 荒 ら さ れ た こ と 、 テ ン に  
ヨ ー グ ル ト を 食 べ ら れ た こ と な ど 面 白 可 笑 し く は な さ れ た 。  
小 屋 は ま さ に ⼤ ⾃ 然 の 中 に あ る こ と を 感 じ さ せ た 。  

小 屋 の 前 に あ る テ ラ ス は も と も と ヘ リ が 荷 物 を 下 ろ す た め に  
つ く ら れ て い た も の で 休 憩 場 所 は 兼 用 。  
そ ん な こ と も 知 ら ず に 泊 ま っ た 時 は そ こ で ゆ っ く り し て い た も の だ 。  

山 間 の 小 屋 と て ヘ リ は 荷 を ⻑ 吊 り で 、 下 ろ す 場 所 が 狭 い だ け に か な り の 苦 労 ら し い 。  
ま た 受 け 入 れ る 側 も す ぐ に 荷 物 を 運 び 込 ま な い と い け な い の で そ の 時 は ⼤ 忙 し で あ る と
の こ と 。  

雲 の 平 か ら 薬 師 沢 小 屋 に 向 か う 下 り で 捻 挫 や 骨 折 の 事 故 が よ く あ る と の こ と で し た 。
災 害 要 請 す る 場 合 、 場 所 の 特 定 が 難 し い の で 現 場 を ス ク リ ー ン シ ョ ッ ト し て 持 っ て 行 く
と 分 か り や す い と の こ と で し た 。  

小 屋 従 業 員 の 一 日 は 4 時 前 起 床 、4 時 朝 食 の 準 備 開 始 と 一 日 中 か な り ハ ー ド で 、午 後 の
１ 〜 ３ 時 間 の 休 憩 時 は み ん な ゴ ロ ン と 横 に な っ て 寝 て い る こ と が 多 い 。 や ま と さ ん は イ
ワ ナ 吊 り を 楽 し む こ と も あ る と か 。  

苦 労 す る こ と は 従 業 員 の 人 間 関 係 が ⼤ 変 で あ る こ と 。 こ れ は ど こ も 同 じ 様 で あ る 。  
そ の 他 料 理 の こ と 、川 が 増 水 し た と き の こ と 、熊 の こ と な ど イ ラ ス ト 豊 富 に 話 さ れ た。 
講 演 前 に は サ イ ン 入 り 書 籍 の 販 売 を し て お り 持 参 し た 60 冊 の う ち ４ １ 冊 が 買 わ れ これ

も 好 調 だ っ た 。  
詳 し く は ⼤ 和 さ ん の 著 書 「 ⿊ 部 源 流 山 小 屋 暮 し 」 山 と 渓 ⾕ 社 を 読 ん で み て く だ さ い 。  
川 ⼝ 理 事 ⻑ の 閉 会 の 挨 拶 で 終 了 、 そ の 後 や ま と さ ん を 囲 み 近 く で 親 睦 会 を 行 っ た 。  
ご 協 力 頂 い た 会 員 の 方 々 、 理 事 の 皆 さ ん 有 難 う ご ざ い ま し た 。  
 
特 に ⻄ 村 会 ⻑ に は 、 参 加 者 を 集 め る こ と に ご 尽 力 い た だ き ま し た 。  
そ の 為 雪 稜 会 関 係 で は 会 員 30 名、 一 般 関 係 者 約 20 名と 参 加 者 の 半 数 を 占 め た 。  
（ た ぶ ん 半 数 以 上 、 詳 し い 数 字 は 分 り ま せ ん 。） 
ま た 、 小 林 さ ん 、 樋 浦 さ ん 、 清 水 さ ん 、 中 村 さ ん に は 受 付 等 お 手 伝 い 頂 き ま し た 。  
有 難 う ご ざ い ま し た 。  

             記 録 ： F 野  
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県連行事報 告〉 第 43 回近畿ブ ロック搬出 技術講習会  

初級コンパニオンレスキュー 
 

日時  ２ ０２４年４ 月６日（土 ）9 時~15 時 曇り  
 
参加者 CL I 井 S 水 K 林 S 田 H 浦  H 池 (記 録）K 藤 （ スタッフ）  
 

場所  ⼤ 文字山安祥 寺林道入⼝ 付近  
 

滋賀県連が 当番で開催 されました 。京都か ら のスタッフ 、参加者 も 多く、⼤ 阪 、奈
良からも来 ておられま した。総勢 ４０名弱。 5 組に班分 けされてい て、講師 3， 4 人
に、受講 者 3，4 人 とほぼマン ツーマンで 、とても恵 まれた編成 でした。  

 
9 時開会で 、1 時間ほ ど簡易ハー ネスの作り 方、エイト ノット、ク ローブヒッ チ の

練習をしま した。以前 に習ったけ ど、すっか り忘れてい たことばか りです。思 い 出 し
ました。上 手く出来る ようになり ました。嬉 しい。  

 
次 に カ ラ ビ ナ ス ル ー の 練 習 。 ス タ ッ フ が 事 前 に ロ ー プ を 設 置 し て く だ さ っ て い る

場 所 に 移 動 。 カ ラ ビ ナ ス ル ー と は ク サ リ 場 や 傾 斜 の き つ い 斜 面 を 水 平 に 通 過 す る と
き に ス リ ン グ を 鎖 に か け て 落 下 し て も 下 ま で 落 ち な い よ う に 安 全 確 保 す る 技 術 で す 。 

昼 食 後 は 斜 面 の 上 り 下 り 。 滑 落 し た 人 を 見 に 行 く 時 と か に 輪 っ か を 肩 幅 間 隔 に 作
った細引き を投げ下ろ し、スリン グを掛けて 安全を確保 しながら、急な斜面の 上り 下
りするとい う練習。  

両方とも 、カラビナを 架け替えな がら進むの ですが 、ス リングと細 引きが絡ま る、
次の輪っか に届かない など悪戦苦 闘。でも、そればっか りに気を取 られないで ⾃ 分 の
足でしっか り安全な場 所を踏む。慌てない。ロープより 下に立ち、スリングを 弛 ま せ
ない。  

普 段 行 か な い よ う な 急 な 斜 面 で 緊 張 し ま し た が 、 ス タ ッ フ の 方 が そ ば で 細 か く ア
ドバイスし てくださり 、安心して 恐ろしい体 験ができま した。  

 
最 後 に け が 人 搬 送 の た め の 担 架 作 り 。 園 芸 用 ネ ッ ト に ス ト ッ ク か 倒 木 を 通 し て 担

架を作りま した。京都 府連が考え られたそう ですが、腰 の部分にス リングを渡 して 支
えにすると か滋賀県連 の方が改良 されたとこ ろも紹介さ れ、かなり グレードア ップ  
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していまし た。私がけ が人役にな って 500 メートル程 運んでもら いましたが 、 安
定していて 快適でした 。 

リュックを 補助に使っ ておんぶす る方法も紹 介され 、一 日の講習が 終わりまし た 。 
 
全国連盟 の K 島理事⻑が来て おられ、開 会の挨拶を されました 。安全登山 に対 す

る熱い思い に溢れてい ました 。「 ヘルメット 着用は、使 い方がわか らないとい うこ と
がなく、安 全登山に繋 がる。」と いう言葉は ナルホドで す。  

スリングは 何かと使え ることが分 かりました 。リュック に入れてお きましょう 。 
それから、 例えば 120 センチ の スリングと いうのは、 輪っかの半 分の⻑さと いう

ことも、初 めて知りま した。  
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2024 年度第 2 回 運営委員会報告書 

 

日時 4/2（火）19：30～21:00 

場所：比良雪稜会事務所 

出席：N 村 T、A 本、N 野、K 林、K 藤、H 島（記録）、N 村 Y、F 野、 

欠席；I 東、K 嶋、K 藤、H 野 

 

 １．春の公開野点山行について（4/29(月・祝)開催予定） 

 １）コースは湖北「武奈ヶ嶽」。 

２）バスの乗車区間 

  JR 堅田駅西口～JR 小野～JR 和邇～高島市今津町角川（つのかわ） 

３）定員：目標 50 名 

４）参加費： 一般：4000 円、当会会員・会友・会員家族：3000 円 

 ５）一般参加者の応募状況 24 名（4/2 現在） 

   チラシの配布 

６）コースの下見  4/24(水)  

７）準備会  4/26(金) 10:00～ 

２．清掃登山（クリーンハイク）について（6/2(日)開催予定） 

 １）コース・担当について 

  ①コース：JR 堅田駅～(バス)～平～権現山～打見山 

  JR 堅田駅に集合。バス代 20 名分は江若交通さんの協力で料金は半額。 

  コースリーダー N 村会長  県連担当理事 F 野 

  ②コース：JR 志賀駅～(徒歩)～中谷～荒川峠～打見山 

コースリーダー H 野リーダー部長  県連担当理事 K 藤 

  JR 志賀駅に 8:10 集合。中谷までは徒歩。 

①コース、②コース共に下山のロープウェイはびわ湖バレイさんの協力で無料。 

  

 ２）一般参加者の募集 

  チラシの準備。ぶな 5 月号に案内掲載予定（担当 K 藤）。 

３．能登半島地震の救援募金について 

  二次分の救援募金 10,000 円を、全国連盟に送金する。 

４．「やまとけいこさん講演会」への取り組みについて（藤野） 

  参加見込み 岳友会 4 名 山友会 19 名 雪稜会 30 名  ちごゆり 6 名   

        OT 6 名 一般 27 名 計 92 名 
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  会場設営について 

  当日司会 F 野 

  受付応援 雪稜会から K 林・H 浦・S 水・N 村 

  案内 エレベーター前及び 4 階ホール内 

  N 村会長より講演会への参加依頼メールを雪稜会会員に入れる。 

５．会報の配布方法について（H 島） 

  郵送費用節約のため印刷物による配布は希望者のみとする。 

  郵送による配布・PDF メール配信・どちらでもよい 

  の各会員意向をメールにて確認する。（H 島） 

６．各担当より 

・リーダー部（技術アップ）なし ・遭難対策 なし ・会計 取扱郵便局変更

手続き完了 ・自然保護 なし ・機関誌 5 月号増刷（公開山行一般参加者

用に 25 部用意する） 

・労山基金 なし ・HP なし ・事務局 なし 

７．県連報告 

  第 2 回 ZOOM 理事会を 3 月 27 に実施した。 

    1)やまとけいこさんの講演会 最終確認 

2)初級コンパニオンレスキュー講習会について 

 雪稜会 7 名参加予定 

3)清掃登山について 

 8 地域 10 コース 

 5 月 25 日多賀町・高室山（県連が実施） 

８．その他  

・交通費は 40 円/km です。 

・会員動向；現会員数 39 名。 

 

 

次回 2024 年度第 3 回運営委員会は 2024 年 5/7（火）です。 
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《第2回リーダー部会議事録》 

日 時 4月16日(火)  19:30～20:30 

場 所 比良雪稜会事務所 

出席者 H 野・N 村 T・H 島・N 尾・K 藤・N 野・G 阿弥・K 原・I 井 

 

議題1 例会実施状況（ヒヤリハット） 

・牛尾山(3/3)：特になし 

・龍王山(3/24)：雨天中止 

・綿向山(3/27)：特になし 

・醍醐山～音羽山(3/31)：特になし 

・中山～大峰山(4/7)：特になし 

・藤原岳～ｺｸﾞﾙﾐ谷(4/14)：特になし 

 
議題2 5⽉〜8⽉の例会計画 

開  催  日  ⼭ 域 ・ コ ー ス  
テ ー マ ・ 内

容 ・  

担 当

者  
レ ベ ル  備  考  

5⽉  

4日 (土 ・ 祝 ) 

〜 6日 (⽉ ・

休 ) 

⼤ 普 賢 岳 〜 ⼭ 上

ヶ 岳 〜 稲 村 ヶ 岳  
⼤ 峯 縦 走  N尾  

体 力  ★ ★ ★ ★

☆  

技 術  ★ ★ ★ ☆

☆  

男 性 の み  
(女 人 禁 制
区 間 有 ) 

5日 (日 ・ 祝 ) 

〜 6日 (⽉ ・

休 ) 

稲 村 ヶ 岳  〃  N尾  

体 力  ★ ★ ★ ☆

☆  

技 術  ★ ★ ★ ☆

☆  

男 女  

12日 (日 ) 
⽯ 榑 峠 〜 ⻯ ヶ 岳  

〜 ｾｷｵﾉｺﾊﾞ 

鈴 鹿 県 境 尾

根 縦 走  
H島  

体 力  ★ ★ ★ ☆

☆  

技 術  ★ ★ ★ ☆

☆  

 

19日 (日 ) ⼤ 文 字 ⼭  御 陵 三 ⼭  I井  

体 力  ★ ★ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

 

28日 (火 ) 
鞍 掛 峠 〜 三 国 岳  

〜 ダ イ ラ の 頭  

鈴 鹿 県 境 尾

根 縦 走  
H島  

体 力  ★ ★ ★ ☆

☆  

技 術  ★ ★ ★ ☆
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☆  

6⽉  

2日 (日 ) 南 比 良 2コ ー ス  

清 掃 登 ⼭  

（ ｸﾘｰﾝﾊｲ

ｸ）  

N村  

H野  

体 力  ★ ★ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ★ ☆ ☆

☆  

 

16日 (日 ) 琵 琶 湖 疎 水  第 一 疎 水  I井  

体 力  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

 

23日 (日 ) ⼤ 国 ⾒ ⼭  低 ⼭ ハ イ ク  K原  

体 力  ★ ★ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

 

30日 (日 ) 冠 ⼭  
福 井 と 岐 阜

の 県 境 の ⼭  
N尾  

体 力  ★ ★ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ★ ☆ ☆

☆  

 

7⽉  7日 (日 ) 
⼩ ⾕ ⼭ ・ ⻁ 御 前

⼭  

⼩ ⾕ 城 跡 散

策  
I井  

体 力  ★ ★ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

 

8⽉  
22日 (木 )  

〜 25日 (日 ) 
志 賀 高 原  

高 原 で ⼭ 歩

き  
H池  

体 力  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

技 術  ★ ☆ ☆ ☆

☆  

 

 
 議題3 春の野点について 
  ・下⾒⼭行 4⽉24日(水) 実施 
  ・準備会  4⽉26日(金) 10：00〜 
 
 議題4 清掃登⼭（ｸﾘｰﾝﾊｲｸ）について 
  ・２コース（荒川峠コース）について、林道の現状を確認しゴミがあるようで

あれば、林道の清掃も検討する。 
  ・準備会  5⽉1日(土) 10：00〜 
 議題5 共同装備について 
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・レスキュー講習会参加者が、必要な装備を持っていない場合について対応し 
て欲しい。→会の装備として２セット用意します。（カラビナ、スリング） 

・ハチ、熊よけスプレーを購入して欲しい。→ 例会担当リーダーが必要と判
断した場合は購入してください。会で清算します。 

   
 議題6 県連主催⼭行の計画書(届)について 
  県連担当者が作成した計画書を会の⼭行計画書届けに準じて提出してくださ 

い。 
  県連主催の⼭行については、県連担当者が計画書を作成するように依頼しま

す。 
 

 
 

  次回のリーダー部会議は、6⽉18日（火）です。 
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滋賀県勤労者山岳連盟 

比 良 雪 稜 会 
 

滋賀県大津市和邇今宿 712-1 西村方 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 077-594-0454 

E-mail  kazuyo-buna＠r.river.sannet.ne.jp 

HP    https://aquafoal39.sakura.ne.jp 

 
 


